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Ｑ

、

森

林

・

林

業

再

生

プ

ラ

ン

に

つ

い

て

、�

　

欧

米

で

は

フ

ォ

レ

ス

タ

の

待

遇

は

パ

イ

ロ�

　

ッ

ト

ク

ラ

ス

だ

が

、

日

本

で

の

現

状

は

ど�

　

う

か

。

ま

た

、

今

の

ナ

ラ

枯

れ

に

つ

い

て�

　

ど

う

か

。

組

合

支

所

の

人

数

が

少

な

い

と�

　

思

う

が

、

ど

う

考

え

て

い

る

の

か

。�

Ａ

、

（

組

合

長

）�

　

　

再

生

プ

ラ

ン

は

国

の

作

成

し

た

も

の

で

、�

　

必

ず

し

も

即

実

行

と

は

い

き

ま

せ

ん

。

政�

　

治

次

第

に

な

る

と

思

い

ま

す

。�

　

　

支

所

の

人

数

で

す

が

、

十

分

作

業

に

支�

　

障

な

い

人

数

で

す

。�

　

　

（

振

興

局

）�

　

　

ナ

ラ

枯

れ

は

象

潟

で

発

生

し

て

い

ま

す

。�

　

焼

却

、

お

と

り

作

戦

な

ど

で

虫

の

密

度

を�

　

減

ら

す

処

理

を

し

て

い

ま

す

。�

�

Ｑ

、

県

内

に

建

設

さ

れ

る

大

型

製

材

工

場

が�
　

話

題

に

な

っ

て

い

る

が

、

組

合

加

工

場

と�

　

の

関

わ

り

は

ど

う

な

る

か

。

製

材

機

械

の�

　

償

却

も

進

み

、

修

理

費

も

嵩

ん

で

い

る

。�

　

由

利

の

木

の

材

質

を

考

え

る

と

、

合

板

用�

　

単

板

を

製

造

し

て

は

ど

う

か

。

二

ｍ

材

を�

　

原

料

と

す

る

こ

と

は

、

自

伐

林

家

に

と

っ�

　

て

も

有

利

で

な

い

か

。�

Ａ

、

大

型

製

材

工

場

が

材

を

消

費

す

る

と

、�

　

左

記

の

日

程

で

、

各

地

区

座

談

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

森

林

組

合

の

現

状

の

説�

明

の

後

、

組

合

員

と

役

職

員

、

振

興

局

職

員

と

の

間

で

質

疑

応

答

が

行

わ

れ

ま

し

た

。�

　

◆

二

月

二

日

…

…

矢

島

・

由

利

・

鳥

海

地

区

（

日

新

館

）�

　

◆

二

月

三

日

…

…

岩

城

・

大

内

地

区

　

　

　

（

メ

ー

プ

ル

）�

　

◆

二

月

四

日

…

…

仁

賀

保

地

区

　

　

　

　

　

（

む

ら

す

ぎ

荘

）�

　

◆

二

月

十

日

…

…

本

荘

・

東

由

利

地

区

　

　

（

湯

楽

里

）�

　

材

不

足

と

な

り

材

価

が

上

が

る

と

思

い

ま�

　

す

。

組

合

工

場

と

は

バ

ッ

テ

ィ

ン

グ

し

な�

　

い

と

考

え

て

い

ま

す

が

、

経

営

コ

ス

ト

の�

　

掛

か

ら

な

い

方

向

を

と

っ

て

い

き

た

い

。�

�

Ｑ

、

路

網

整

備

に

予

算

が

付

き

盛

ん

に

な

っ�

　

た

が

、

そ

れ

だ

け

で

は

稼

げ

な

い

。

路

網�

　

が

走

っ

て

も

そ

の

道

路

の

改

修

・

整

備

が�

　

必

要

で

な

い

か

。

例

え

ば

林

業

専

用

道

路�

な

ど

は

ど

う

か

。�

Ａ

、

（

に

か

ほ

市

）�

　

　

需

要

者

が

限

ら

れ

る

為

、

現

状

で

は

専�

　

用

道

路

は

難

し

い

。�

　

　

（

振

興

局

）�

　

　

高

能

率

生

産

団

地

で

は

予

算

次

第

で

実�

　

施

の

可

能

性

は

あ

る

。�

�

Ｑ

、

沢

に

入

る

と

、

手

入

れ

の

さ

れ

て

い

な�

　

い

暗

い

山

が

あ

る

の

で

、

手

入

れ

を

勧

め�

　

て

ほ

し

い

。

ま

た

、

部

落

林

に

つ

い

て

も

、�

　

若

者

や

相

続

人

は

い

る

が

、

税

金

を

納

め�

　

る

だ

け

で

境

界

が

わ

か

ら

な

い

状

態

。

職�

　

員

の

力

で

作

業

す

る

よ

う

説

明

し

て

欲

し�

　

い

。�

Ａ

、

集

約

化

作

業

で

対

応

で

き

ま

す

。

員

外�

　

で

あ

れ

ば

組

合

員

に

な

っ

て

も

ら

い

、

山�

　

主

の

了

解

も

必

要

で

す

。�

地

区

座

談

会

開

催

地

区

座

談

会

開

催�

地

区

座

談

会

開

催

地

区

座

談

会

開

催�

平

成

二

十

二

年

度�

地

区

座

談

会

開

催�

質

　

疑

　

応

　

答�

平成２２年度　新役員決定�平成２２年度　新役員決定�

　平成23年３月30日任期満了による本組合員役員選挙が執行されました。全地区で無投票による当選となり、�

理事20名、監事３名が決定しました。任期は３月31日から３年間となります。新役員は次のとおりです。�

◎理事（20名）　届出順（順不同）�

第１区　本荘地区　（定数４）�

初瀬　東一　　（新任）由利本荘市赤田�

加藤　　勲　　（再任）由利本荘市福山�

猪股　長一　　（再任）由利本荘市雪車町�

佐藤　健一　　（再任）由利本荘市薬師堂�

第２区　仁賀保地区（定数３）�

荘司　範彦　　（新任）にかほ市伊勢居地�

鈴木　敏規　　（新任）にかほ市樋目野�

齋藤　惣一郎　（再任）にかほ市象潟町横岡�

第３区　矢島地区　（定数２）�

豊島　晴紀　　（再任）由利本荘市矢島町元町�

小番　　勲　　（再任）由利本荘市矢島町立石�

第４区　岩城地区　（定数２）�

工藤　喜作　　（再任）由利本荘市岩城内道川�

伊藤　修二　　（再任）由利本荘市岩城滝俣�

◎監事（3名）　届出順（順不同）�

全地区　（定数３）�

村上　佐左衛門（再任）鳥海地区　　由利本荘市鳥海町才ノ神�

加藤　　進　　（新任）仁賀保地区　由利本荘市西目町西目�

加藤　貞藏　　（再任）大内地区　　由利本荘市岩谷町�

第５区　由利地区　（定数２）�

小松　　貢　　（再任）由利本荘市前郷�

熊谷　典夫　　（再任）由利本荘市東鮎川�

第６区　鳥海地区　（定数２）�

佐藤　喜久一郎（再任）由利本荘市鳥海町上川内�

鈴木　　充　　（再任）由利本荘市鳥海町上笹子�

第７区　東由利地区（定数２）�

小松　佳和　　（再任）由利本荘市東由利田代�

畑山　作喜　　（再任）由利本荘市東由利宿�

第８区　大内地区　（定数３）�

佐々木　幸一郎（新任）由利本荘市小栗山�

岡見　晃一　　（再任）由利本荘市岩谷麓�

堀川　悌二　　（再任）由利本荘市葛岡�
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第16回  造林コンクール�

演

題

﹇

森

林

は

黙

し

て

語

る

﹈�

　

　

　

〜

今

　

森

林

と�

　

　

　

　

　

　

ど

う

向

き

合

う

か

〜�

　

秋

田

県

森

林

組

合

連

合

会

会

長�

　

　

　

　

　

　

　

佐

藤

　

重

芳

　

氏�

��

　

表

彰

を

受

け

ら

れ

ま

し

た

皆

様

に

心�

か

ら

敬

意

と

祝

意

を

表

し

ま

す

。

こ

れ�

か

ら

も

立

派

な

山

づ

く

り

の

た

め

に

努�

力

し

て

頂

き

た

い

。�

　

最

初

に

、

私

の

好

き

な

こ

と

ば

を

紹�

介

し

ま

す

。

佐

竹

藩

初

代

家

老

　

渋

江�

内

膳

征

光

公

の

「

国

の

宝

は

山

な

り

、�

然

れ

ど

も

伐

り

尽

く

す

時

は

用

に

立

た�

ず

、

尽

き

ざ

る

以

前

に

備

え

を

立

つ

べ�

し

、

山

の

衰

え

は

即

ち

国

の

衰

え

な

り

」�

と

い

う

言

葉

で

す

。

こ

れ

は

秋

田

の

山�

を

言

っ

た

も

の

で

す

が

、

全

国

の

山

に�

も

置

き

換

え

ら

れ

ま

す

。�

　

最

近

、

植

林

し

た

ま

ま

手

入

れ

を

し�

な

い

山

林

と

、

皆

伐

し

た

が

そ

の

後

植�

え

な

い

山

林

が

目

立

ち

ま

す

。

不

在

林�

家

の

山

の

境

界

に

つ

い

て

も

、

境

界

を�

知

る

人

が

い

な

く

な

る

こ

と

で

将

来

社�

会

問

題

に

な

る

と

思

い

ま

す

。�

　

こ

の

よ

う

に

良

く

な

い

状

態

が

続

く�

原

因

は

何

か

。

「

木

材

価

格

」

つ

ま

り�

立

木

の

値

段

が

安

す

ぎ

る

こ

と

で

す

。�

　

山

林

を

巡

る

状

況

か

ら

み

る

と

ど

う�

で

し

ょ

う

か

。�

　

山

元

立

木

価

格

は

、

昭

和

五

十

二

年�

頃

か

ら

ず

っ

と

右

肩

さ

が

り

の

状

態

で�

す

。

杉

一

㎥
で

お

願

い

で

き

る

作

業

班�

の

数

も

立

木

価

格

が

下

が

る

の

に

、

人�

件

費

が

高

く

な

っ

て

い

ま

す

。�

　

ま

た

、

燃

料

や

資

材

源

と

し

て

生

活�
に

山

が

欠

か

せ

な

か

っ

た

時

代

は

、

自�

分

た

ち

が

体

を

使

っ

て

一

生

懸

命

出

し�

て

利

用

し

て

い

ま

し

た

が

、

店

で

簡

単�

に

買

え

る

よ

う

に

な

っ

た

為

、

山

と

私�

た

ち

の

生

活

の

結

び

つ

き

が

少

な

く

な�

っ

て

き

た

こ

と

が

あ

り

ま

す

。�

　

戦

後

の

復

興

時

に

は

世

界

史

上

、

類�

の

な

い

住

宅

市

場

が

あ

り

ま

し

た

。

木�

材

が

足

り

な

い

為

、

Ｔ

Ｐ

Ｐ

が

騒

が

れ�

る

三

十

五

年

前

に

は

完

全

に

木

材

貿

易�

を

認

め

、

外

国

か

ら

安

い

木

材

を

輸

入�

し

て

い

た

の

で

す

。

国

産

材

の

価

格

は�

下

が

り

、

山

林

に

経

済

価

値

は

な

く

な�

り

ま

し

た

。

外

材

が

安

か

っ

た

の

は

、�

投

資

が

な

い

と

こ

ろ

か

ら

得

る

か

ら

当�

然

な

こ

と

な

の

で

す

。�

　

そ

の

一

方

で

、

地

球

温

暖

化

が

問

題�

と

な

っ

て

き

ま

し

た

。

温

暖

化

が

進

む�

と

具

体

的

に

は

大

雪

、

大

雨

、

強

風

な�

ど

様

々

な

気

候

的

変

化

が

極

端

に

で

て�

く

る

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

気

候

が

変

わ�

り

東

北

で

米

が

と

れ

な

く

な

り

、

北

海�

道

が

産

地

と

な

っ

た

り

、

東

南

ア

ジ

ア�

の

風

土

病

マ

ラ

リ

ア

な

ど

が

、

土

着

と�

な

る

可

能

性

も

で

て

き

ま

す

。�

　

京

都

議

定

書

で

は

、

国

内

の

二

酸

化�

炭

素

排

出

量

を

削

減

す

る

こ

と

を

目

標�

と

し

て

い

ま

す

が

、

現

状

で

の

目

標

達�

成

は

不

可

能

な

状

態

で

す

。

二

〇

〇

八�

年

か

ら

の

毎

年

の

削

減

目

標

に

つ

い

て�

は

、

森

林

整

備

（

森

林

吸

収

源

）

に

お�

い

て

の

み

目

標

達

成

し

て

い

ま

す

。

残�

り

は

海

外

と

の

排

出

取

引

、

自

主

的

取�

り

組

み

で

の

削

減

と

な

っ

て

い

ま

す

。�

問

題

は

海

外

排

出

取

引

で

す

。

少

な

く�

と

も

議

長

国

が

お

金

で

権

利

を

買

う

と�

い

う

結

果

は

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

の

で�

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。�

　

一

極

集

中

で

地

方

の

過

疎

過

密

が

激�

し

い

現

代

で

す

が

、

農

山

村

が

中

心

と�

な

る

時

代

は

必

ず

来

ま

す

。

こ

れ

か

ら�

の

林

業

の

道

は

険

し

い

で

す

が

、

将

来�

の

為

に

山

を

大

事

に

し

、

し

っ

か

り

し�

た

も

の

を

次

の

世

代

に

引

き

継

い

で

い�

く

、

そ

れ

で

い

い

の

で

す

。�

�

平成22年度�

　２月23日、約120名の組合員が参加して、本荘グランドホテルで造林コンクール表彰授与式、林業講演会が開催�

されました。来賓あいさつ、入賞者の表彰授与の後、由利地域振興局櫻田森づくり推進課長より、審査講評があ�

りました。林業講演会には、秋田県森林組合連合会会長佐藤重芳氏を招いて、林家としての立場や体験を交えて�

の森林、林業を幅広い視野で捉えたお話を頂きました。�

　対象は７～９年生で、下刈など保育の実施状況や林木の成長状況を審査�

しました。１位の金子さんの林分は、尾根沿いで土地条件が若干不利でし�

たが成長もよく、枝払いを実施するなど手入れへの努力、意欲が感じられ�

ました。�

幼齢林の部�

　林齢11～30年生で、つる切りや除伐が適切さ、枝打ちの高さと切り口の�

滑らかさを審査しました。１位の三浦悦郎さんの林分はこれまでの保育状�

態が良く、枝打ちの技術の高さが感じられました。ガニクサレの変色を防�

ぐためにも積極的に実施して下さい。�

枝打ちの部�

　立木の成長度合い、間伐後の立木密度を重点に評価しました。気象災害�

に強い林分をつくるため、形状比についても考慮しました。１位の熊谷繁�

さんの林分は、適切な保育と枝打ちがされ、成長もよく、根曲がりもない、�

大変優れた林分でした。�

保育間伐の部�

　出品は１点ですが、計画的に除伐や枝打ち、切り捨て間伐が実施されて�

きた林分で、樹高成長も良く、根曲がりもなく、今回の収穫間伐率も適正�

で、モデルと言えるような優れた林分でした。道路沿いで展示効果も高い�

ことから、今後秋田スギの間伐モデル林としての活用も期待されます。�

収穫間伐の部�

　樹種が多く、仕立て目標の立て方、そのための施業技術に注目しました。�

１位の吉井正善さんの林分は、樹種の種類が多く、森林ボランティアによ�

る植樹や、森林環境学習会が行われるなど、地域への波及効果も大きいと�

考えました。�

育成天然林の部�

部門�

幼

齢

林

の

部�

枝

打

ち

の

部�

保

育

間

伐

の

部�

収

穫

間�

伐

の

部�

育

成

天

然

林

の

部�

順位�

（入賞者紹介）�

１位�

２位�

３位�

１位�

２位�

３位�

１位�

２位�

３位�

１位�

１位�

２位�

３位�

金子　禮子�

平岫町内会�

院内財産管理会�

三浦　悦郎�

工藤　慶一�

高橋　裕幸�

熊谷　繁�

二古有隣会�

熊谷　徳夫�

柴田　鉄之�

吉井　正善�

佐々木　宗俊�

佐々木　錬ニ�

矢　島�

大　内�

仁賀保�

本　荘�

大　内�

岩　城�

由　利�

岩　城�

由　利�

岩　城�

大　内�

由　利�

大　内�

9�

9�

8�

15�

16�

26�

35.51�

21�

45.48�

46�

（ザツ）�

（コナラ）�

（コナラ）�

氏　　名� 地　区�
樹齢�

（樹種）�

平

成

二

十

二

年

度  

林

業

講

演

会
（

概

要

）

�

受賞おめでとうございます�
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平

成

二

十

三

年

度

か

ら

造

林

補

助

金

・

交

付

金

制

度

が

変

わ

り

ま

す

。�
森林管理・環境保全直接支払制度�

直接支払での補助金の流れ�

10年後�

　共同で間伐や路網を整備する集約化をせずに、個々バラ�

バラに間伐。そのため、路網整備が遅れ、伐り捨て間伐が�

主体に（間伐による木材収入も得られない）。�

このままでは、10年後（次回間伐）も同じことの繰り返し。�

改革�

・集約化を進め、自然の地形�

　を活かした路網整備と搬出�

　間伐を促進�

・市町村の森林・林業行政を�

　サポートするフォレスター�

　など、担い手となる人材を�

　育成�

・木造公共建築物や、バイオ�

　マス利用等木材の需要拡大�

　　　　　　↓�

　これらの一体的な取組によ�

　り、コンクリート社会から�

　木の社会への転換を図る�

必ずしも計画的に行われない森林施業に対しても�

まんべんなく支援�

意欲と実行力のある者に直接支援�

・集約化団地が設定さ�

　れ、路網整備が完了�

・機械化の促進やオペ�

　レーター等の技能向�

　上�

　　　　　↓�

・10年後（次回間伐）�

　には、搬出間伐のコ�

　ストが軽減し、間伐�

　収入と相まって補助�

　なしでも間伐が可能�

（林野庁ホームページ参照）�

低コスト化が進み、�

間伐が黒字となることが、�

対策全体のインセン�

ティブにつながる�

木材自給率�

50％の達成�

今まで�
（負担割合）� （負担割合）�

H23から（直接支払による支援）�

国�

都道府県�

補助�

補助�

51％�

17％�

32％�個々バラバラに施業を実施�

間伐による�

収益がある�

場合のみ�

森林組合等�

個々の森林所有者�
画的なまとまり（団地）を形成する�

森林所有者�

（所有者から個々バラバラ�

　に施業を受託）�

収益を還元�収益を還元�

補助�

国�

都道府県�

補助�

補助�

51％�

17％�

32％�共同して施業を実施�

間伐材の販�

売とコスト�

ダウンによ�

る収益確保�

森林組合等�

（所有者から一括して�

　施業を受託）�

収益を還元�収益を還元�
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詳

し

く

は

本

所

又

は

各

支

所

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。�

森林環境保全直接支援事業　作業種�

森林整備地域活動支援交付金制度（H23～）の改正について�

「作業路網の改良活動」�

①　対象森林 ： 森林施業計画認定森林�
②　交付対象者 ： 市町村と協定を締結したもの�
③　対象となる活動内容 ： 森林施業の基盤となる作業路網において、点検や改良を�
　　行い丈夫で簡易な作業道に転換する諸活動�

　　・既設作業道の点検（改良の発生原因を特定）�

　　・点検に基づく改良計画の作成�

　　・点検結果を基に実施する既設作業道の改良�

　　　※　崩土除去、路盤改良、土留、排水施設など�

�

　　H22年度まで対象となっていた「境界の確認、杭打ち、刈払い」「作業道等の�

　　維持修繕（草刈り、側溝の泥上げ、砂利敷き）」は対象になりません。  �

�

④　交付を受けるための要件�
　　当年度に点検・改良等を実施し、市町村に報告書等の必要書類を提出�

⑤　必要な提出書類�
　　・地域活動の実施結果に係る報告書�

　　・地域活動の活動内容を整理した書類�

　　　※　作業日誌、出役簿、改良に要した図面、写真整理簿など�

　　・地域活動にかかった経費の報告書（出納簿、契約書類、領収書など）�

作業種�

人工造林� ―�

下　　刈� ～10年生�

雪起こし�

除　　伐�

間　　伐�

枝 打 ち�

森林の造成を目的として行う�

地拵え、植付け�

雑草木の除去�

雪圧倒伏木の倒木起こし�

下刈りが終了した林分におい�

て行う、不用木の除去、不良�

木の淘汰�

適正な密度管理を目的として�

行う不用木の除去、不良木の�

淘汰、搬出集積�

林木の枝葉の除去�

単層林施業を前提とする�

不用木の除去のみを実施する�

場合は伐採率を適用せず、その�

他の場合の伐採率は20%以上�

１集約化実施計画あたり１年�

間で５ha以上かつ１haあたり�

平均10㎥搬出。伐採率は20%�
以上。５年以内に同一施行地�

において除伐、間伐を実施し�

ていないこと。�

枝打ち高は上限を8mとする�

～25年生�

～25年生�

～60年生�

～30年生�

対象林齢� 作　業　内　容� 補 助 要 件 等 �
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年

三

月

三

十

一
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利
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（平成23年）�

単位：円、上段（石当り価格）�

　　　　　下段  C3
当り価格�

1　月　11　日�

本荘由利木材流通センター�

高　値� 安　値� 平均価格�

2　月　7　日�

本荘由利木材流通センター�樹　種�材　長�

　C

3.65

径　級�

　B

ス

　

　

ギ�

16～22

24～34

（3, 211）�

11, 560

（2, 920）�

10, 512

（3, 104）�

11, 176

（3, 377）�

12, 160

（3, 194）�

11, 500

（4, 083）�

14, 701

（3, 515）�

12, 655

（3, 499）�

12, 599

（3, 543）�

12, 755

高　値� 安　値� 平均価格�

（3, 220）�

11, 593

（2, 992）�

10, 774

（3, 173）�

11, 426

出材量・販売量・販売率� 829C3

（2,984石）・715C3

（2,574石）・86％�494C3

（1,778石）・448C3

（1,612石）・90％�

１月：昨年末と比べて全般的に落ち着いた価格となり、特に乾燥材が好値となった。�

２月：単価はやや強含みとなった。県内外ともに原木不足状況にある。�

五

月�

　

●

第

十

七

回

通

常

総

代

会�

七

月

〜

十

月�

　

●

各

地

区

組

合

員

研

修

視

察�

七

月�

　

●

平

成

二

十

三

年

度�

　

　

　

　

　

　

　

連

絡

員

会

議�

七

月�

　

●

平

成

二

十

三

年

度�

　

　

　

　

組

合

員

技

術

講

習

会�

十

月�

　

●

森

林

組

合

ま

つ

り�

今

後

の

行

事

予

定�

平成23年度  林業相談日（予定）　※相談日は金曜日となります。�

　組合員の皆様よりお預かりしていました出資金については、出資証券の発行をしてまいりましたが、全国�

的な証券廃止の中で、当組合も平成23年１月28日より証券の発行を廃止いたしました。�

　これに伴い、新年度に組合員の皆様へ送付する予定の「出資金残高証明書」により、お手元の出資証券は�

無効となります。�

　また、出資証券は廃止日以降の新規発行、書換、再発行等は行ないません。今後は申請がありました場合�

のみ「出資金残高証明書」を発行いたします。�

4月� 8日・22日�

5月� 6日・20日�

6月� 3日・17日�

7月� 8日・22日�

8月� 5日・19日�

9月� 2日・16日�

10月� 7日・21日�

11月� 4日・18日�

12月� 2日・16日�

～ 出資証券廃止のご案内 ～�総務課よりお知らせ�

　今シーズンの豪雪により、森林への被害が多数発�

生していると予想されます。�

　５年以内に間伐補助金を受け、森林保険に加入さ�

れている方は、被害の大小に関わらずお知らせ下さい。�

（被害地の保険加入の有無は、各支所へお問い合せ�

　ください。）�

森林保険加入者のみなさまへ�


